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平
成
の
時
代
は
医
薬
分
業

進
展
の
時
代
（
２
）

　

薬
剤
師
は
供
給
過
剰（
？
）

　

既
述
の
通
り
、
医
薬
分
業

は
飛
躍
的
な
発
展
を
遂
げ
ま

し
た
。
２
０
１
４
年
院
外
処

方
箋
発
行
枚
数
は
８
億
枚
を

超
え
、
18
年
の
届
け
出
薬
局

薬
剤
師
数
は
18
万
人
を
超
え

る
ま
で
に
達
し
て
い
ま
す
。

明
ら
か
に
薬
剤
師
需
要
は
増

大
し
た
わ
け
で
す
が
、
こ
こ

30
年
間
、
平
成
時
代
の
需
給

推
計
は
い
ず
れ
も
薬
剤
師
の

供
給
過
剰
を
示
唆
す
る
も
の

で
し
た
。

　

分
業
進
展
の
第
２
ス
テ
ー

ジ
・
分
業
急
増
期
を
終
え
、

薬
剤
師
の
資
質
向
上
、
医
療

人
た
る
薬
剤
師
の
養
成
を
目

指
す
薬
学
教
育
６
年
制
導
入

の
議
論
が
佳
境
を
迎
え
た

02
（
平
成
14
）
年
。
そ
の
年

の
厚
生
労
働
白
書
は
「
厚
生

労
働
省
と
し
て
は
、
薬
剤
師

国
家
試
験
の
受
験
資
格
要
件

を
、
６
年
間
の
薬
剤
師
教
育

を
修
了
し
た
者
と
す
る
方
向

で
考
え
て
お
り
、
～
」
と
記

述
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
同
年
９
月
27
日
発

表
さ
れ
た
薬
剤
師
問
題
検
討

会
の
報
告
書
「
薬
剤
師
需
給

予
測
に
つ
い
て
」
で
は
、
将

来
に
わ
た
り
薬
剤
師
が
不
足

す
る
事
態
は
考
え
ら
れ
ず
、

供
給
と
需
要
の
差
が
拡
大
す

る
と
推
計
し
ま
し
た
。
そ
し

て
大
幅
な
需
給
の
ア
ン
バ
ラ

ン
ス
解
消
の
た
め
に
は「（
新

規
参
入
薬
剤
師
を
）
平
成
19

年
度
以
降
段
階
的
に
減
少

し
、
最
終
的
に
は
20
％
程
度

減
少
す
る
こ
と
」
を
求
め
ま

し
た
。「（
こ
の
新
規
参
入
抑

制
策
が
）
薬
剤
師
免
許
を
取

得
し
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
そ

の
専
門
性
を
活
用
で
き
な
い

と
い
う
状
況
を
防
ぎ
、
薬
剤

師
の
適
正
数
を
保
ち
つ
つ
薬

剤
師
全
体
の
資
質
の
向
上
を

図
り
、
患
者
に
よ
り
質
の
高

い
安
心
・
安
全
な
医
療
を
提

供
す
る
た
め
に
重
要
で
あ
る

と
の
結
論
を
得
た
」
と
あ
り

ま
す
。

　

薬
学
教
育
の
大
改
革
「
薬

学
教
育
６
年
制
」
は
、
04
年

の
第
１
５
９
回
国
会
で
関
係

法
律
が
成
立
し
、
06
年
４
月

１
日
施
行
と
決
め
ら
れ
ま
し

た
。
一
部
有
識
者
か
ら
は
、

６
年
制
移
行
に
よ
り
薬
学
入

学
志
願
者
は
減
少
し
、
結
果

と
し
て
薬
剤
師
供
給
数
が
低

下
す
る
と
指
摘
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
事
実
、
入
学
志
願

者
は
04
年
の
15
万
４
２
５
５

人
を
ピ
ー
ク
に
06
年
度
約
10

・
１
万
人
ま
で
急
落
、
減
少

に
転
じ
ま
し
た
が
、
入
学
定

員
に
つ
い
て
国
と
し
て
一
定

の
方
向
性
が
示
さ
れ
る
こ
と

は
な
く
、
新
規
参
入
薬
剤
師

数
も
移
行
期
の
２
年
間（
10
、

11
年
）
を
除
き
、
大
き
な
変

化
も
な
く
推
移
し
ま
す
。

　

６
年
制
移
行
後
行
わ
れ
た

需
給
推
計
は
い
ず
れ
も
供
給

数
が
需
要
数
を
上
回
る
。
つ

ま
り
将
来
の
薬
剤
師
余
剰
を

示
し
て
お
り
、
入
学
定
員
の

抑
制
を
求
め
る
も
の
と
な
っ

て
い
ま
す
。
過
去
の
入
学
定

員
等
の
推
移
は
図
の
通
り
で

し
た
。

　

定
員
割
れ
を
示
す
私
立
大

学
薬
学
部
も
多
数
見
受
け
ら

れ
ま
す
、
文
部
科
学
省
の
デ

ー
タ
に
よ
る
と
、
20
年
度
の

入
学
定
員
充
足
率
が
90
％
以

下
の
大
学
は
、
私
立
大
学
59

学
部
中
23
学
部
に
及
び
ま

す
。
中
に
は
充
足
率
34
％
お

よ
び
35
％
の
大
学
も
。
入
試

実
質
競
争
倍
率
（
受
験
者
数

／
合
格
者
数
）
が
１
・
１
以

下
、
つ
ま
り
倍
率
１
・
０
台

の
大
学
は
７
校
を
数
え
ま

す
。
ま
た
、
14
年
度
入
学
者

の
う
ち
６
年
間
（
20
年
３

月
）
で
卒
業
・
薬
剤
師
国
家

試
験
に
合
格
し
た
学
生
の
割

合
は
57
・
８
％
。
03
年
度
以

降
の
設
置
大
学
に
つ
い
て
い

え
ば
、
46
・
６
％
と
５
割
以

下
の
実
態
に
な
っ
て
い
ま

す
。
特
に
私
大
薬
学
部
に
お

け
る
入
学
定
員
に
つ
い
て
は

真
剣
に
考
慮
さ
れ
る
べ
き
時

期
に
差
し
か
か
っ
て
い
る
と

言
え
ま
し
ょ
う
。

　

文
科
省
は
、
厚
労
省
「
薬

剤
師
の
養
成
及
び
資
質
向

上
等
に
関
す
る
検
討
会
」
の

取
り
ま
と
め
（
６
月
30
日
公

表
）
に
「
～
入
学
定
員
数
の

抑
制
も
含
め
教
育
の
質
の

向
上
に
資
す
る
、
適
正
な
定

員
規
模
の
あ
り
方
や
仕
組

み
な
ど
を
早
急
に
検
討
し
、

対
策
等
を
実
行
す
べ
き
」
等

の
提
言
が
あ
っ
た
こ
と
等
を

受
け
、
８
月
27
日
「
薬
学
系

人
材
養
成
の
在
り
方
に
関

す
る
検
討
会
」
を
開
催
し
、

薬
学
教
育
の
質
の
保
証
に
向

け
た
施
策
等
の
検
討
に
入
り

ま
し
た
。

　

早
急
な
検
討
と
対
策
の
実

施
が
強
く
求
め
ら
れ
ま
す
。

（
続
く
）

藤井もとゆきの

ひとり言

薬
剤
師
の
需
給
推
計
⑹

図　薬学部（学科）数および入学定員の推移
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（厚生労働省資料より）
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20 年現在：77 学部（入学定員 13,050 人）
　　　　　（6年制 11,602 人、4年制 1,448 人）

03～08 年の 6年間に 28 学部が新設

83～02 年
46 学部（入学定員 7,725～8,200 人）

入学定員　4年制

入学定員　6年制

入学定員　旧 4年制

薬学部数

49 年（新制大学発足）
19 学部（入学定員 1,565 人）

　

東
海
大
学
、
豊
橋
技
術
科

学
大
学
、
中
部
大
学
、
デ
ン

ソ
ー
は
、
共
同
で
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
検
査
機
器
の
開

発
に
取
り
組
ん
で
い
る
が
、

こ
の
ほ
ど
、
新
し
い
仕
組
み

の
バ
イ
オ
セ
ン
サ
ー
を
開
発

し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
検
出
に
成
功
し
た
と
発
表

し
た
。
今
後
、
感
染
症
の
早

期
診
断
に
貢
献
す
る
こ
と
を

目
指
し
、
実
用
化
に
向
け
た

開
発
を
加
速
し
て
い
く
こ

と
に
し
て
い
る
。
同
開
発

は
、
日
本
医
療
研
究
開
発
機

構
（
Ａ
Ｍ
Ｅ
Ｄ
）
ウ
イ
ル
ス

等
感
染
症
対
策
技
術
開
発
事

業
「
半
導
体
セ
ン
サ
技
術
を

活
用
し
た
革
新
的
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
検
査
機
器
の
開

発
」
の
支
援
を
受
け
て
実
施

さ
れ
て
い
る
。

　

感
染
症
の
拡
大
と
医
療
の

逼
迫
を
防
ぐ
に
は
、
感
染
症

の
早
期
診
断
、
早
期
隔
離
に

よ
る
ウ
イ
ル
ス
拡
散
の
未
然

防
止
が
重
要
で
あ
る
。
現

在
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
診
断
に
は
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査

や
抗
原
検
査
な
ど
が
利
用
さ

れ
て
い
る
一
方
、
そ
れ
ら
の

検
査
で
は
、
検
出
さ
れ
た
ウ

イ
ル
ス
の
感
染
力
の
有
無
を

示
す
「
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

性
」
が
評
価
で
き
な
い
こ
と

が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
は
ウ

イ
ル
ス
の
検
出
感
度
は
高
い

も
の
の
前
処
理
な
ど
医
療
従

事
者
へ
の
負
荷
が
大
き
く
、

抗
原
検
査
は
簡
便
な
検
査
で

あ
る
一
方
で
検
出
精
度
に
ば

ら
つ
き
が
あ
る
な
ど
の
課
題

も
あ
り
、「
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
性
」
を
評
価
す
る
高
感
度

か
つ
簡
便
な
検
出
方
法
の
開

発
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

東
海
大
、
豊
橋
技
術
科
学

大
、
中
部
大
、
デ
ン
ソ
ー

が
共
同
開
発
を
進
め
て
い

る
バ
イ
オ
セ
ン
サ
ー
は
、

「
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
性
」
を

高
感
度
か
つ
迅
速
に
定
量
検

出
す
る
臨
床
検
査
機
器
と
し

て
の
活
用
を
目
指
し
た
も
の

で
あ
る
。
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
や
抗

原
検
査
と
は
異
な
り
、
感
染

の
き
っ
か
け
と
な
る
ウ
イ
ル

ス
表
面
の
ス
パ
イ
ク
蛋
白
質

を
、
半
導
体
セ
ン
サ
ー
と
ア

プ
タ
マ
ー
（
人
工
的
に
合
成

し
た
核
酸
分
子
／
特
定
の
物

質
に
結
合
）
で
検
出
す
る
こ

と
が
可
能
で
あ
る
。

　

今
回
、
世
界
初
と
な
る
半

導
体
セ
ン
サ
ー
と
ア
プ
タ

マ
ー
で
ス
パ
イ
ク
蛋
白
質
を

検
出
す
る
技
術
、
手
法
を
用

い
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
を
高
感
度
に
検
出
す
る
こ

と
に
成
功
し
た
。
半
導
体
セ

ン
サ
ー
は
、
ウ
イ
ル
ス
量
を

電
気
信
号
で
定
量
的
に
計
測

す
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、

高
い
精
度
で
の
感
染
状
況
の

把
握
や
、
治
療
の
有
効
性
の

確
認
な
ど
へ
の
活
用
が
期
待

で
き
る
。

　

ま
た
、
ア
プ
タ
マ
ー
は
サ

イ
ズ
が
小
さ
く
、
様
々
な
蛋

白
質
と
選
択
的
に
結
合
す
る

性
質
を
持
つ
と
共
に
、
設
計

が
容
易
で
あ
り
短
期
間
で
の

量
産
も
可
能
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
未
知
の
ウ
イ
ル
ス
の
検

出
に
応
用
す
る
こ
と
も
可
能

だ
と
い
う
。

　

３
大
学
と
デ
ン
ソ
ー
は
、

同
バ
イ
オ
セ
ン
サ
ー
が
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

性
が
把
握
で
き
る
こ
と
に
加

え
て
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
と
同
等

レ
ベ
ル
の
ウ
イ
ル
ス
検
出
感

度
を
持
ち
、
抗
原
検
査
と
同

等
レ
ベ
ル
の
簡
便
な
検
査
と

な
る
こ
と
を
目
指
し
、
さ
ら

に
基
礎
技
術
を
固
め
て
実
用

化
に
向
け
た
開
発
を
加
速
す

る
と
し
て
い
る
。

　

東
海
大
は
、「
感
染
制
御

と
検
査
の
専
門
医
の
立
場
か

ら
、
感
度
・
特
異
度
に
優

れ
、
感
染
性
の
有
無
が
分
か

る
操
作
が
簡
便
か
つ
迅
速
な

検
査
機
器
の
開
発
を
切
望
し

て
い
る
。
世
界
に
誇
る
技
術

力
で
開
発
さ
れ
た
検
査
機
器

に
つ
い
て
ニ
ー
ズ
に
対
応
す

る
仕
様
と
性
能
、
信
頼
性
と

精
度
の
確
保
を
目
指
し
て
い

る
」
と
コ
メ
ン
ト
し
た
。

　

ま
た
、
豊
橋
技
術
科
学
大

は
、「
ウ
イ
ル
ス
量
を
電
気

信
号
に
変
換
で
き
る
半
導
体

セ
ン
サ
ー
を
製
作
し
て
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
提
供
し
た
。
半

導
体
技
術
を
使
う
と
米
粒
大

の
セ
ン
サ
ー
で
、
１
種
類
の

ウ
イ
ル
ス
だ
け
で
は
な
く
、

症
状
が
極
め
て
似
て
区
別
が

つ
き
に
く
い
場
合
で
も
１
回

の
検
査
で
区
別
で
き
る
よ
う

に
な
る
」
と
、
ま
た
、
中
部

大
は
「
こ
の
バ
イ
オ
セ
ン

サ
ー
は
、
従
来
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検

査
だ
け
で
は
把
握
で
き
な
い

『
感
染
力
を
有
す
る
ウ
イ
ル

ス
』
を
短
時
間
で
検
出
で
き

る
技
術
で
あ
る
」
と
コ
メ
ン

ト
し
て
い
る
。

新バイオセンサー開発
コロナウイルス検出に成功

東海大など


